
令和７年度のこどもの遊び場整備の取組について
「屋内の遊び場の利用料軽減」

• 屋内の遊び場を気軽に利用できるようにするため、キッズドームソライ、小堅ラ
ンド、スパールの利用料を軽減する。

• 年間利用動向や利用料軽減手法、こどもの遊びの内容と環境に必要な要素等につ
いての調査を実施し、遊び場整備を拡大するための基礎データとする。

【内 容】 ➢ 幼児期から学童期の成長に重要な遊びを、利用料を軽減し提供する。
➢ 施設規模や立地、遊びの種類、多様な遊びができる施設、誰もが遊べるインクルーシブ

の推進という観点で３つの異なる施設の利用料軽減を行い、こどもの遊びの検証を行う。

施設
位置づけ

軽減後の利用料
施設 遊びの特徴 立地 検証内容

キッズドームソライ 大規模
大規模遊具/ものづくり/
学び/インクルーシブ

市街地 季節ごとの利用状況/
遊びの種類/利用者属
性/こどもが遊びたいと
思う要素/保護者がこど
もの遊ばせたいと思え
る要素

０歳～小学生：無料
付添いの大人１名無料

小堅ランド 小中規模
遊具/ものづくり/交流/イ

ンクルーシブ
郊外地

０歳～小学生：無料
付添いの大人１名無料

スパール 大規模
多様な水遊び/親子の遊
び／インクルーシブ

郊外地
０歳～小学生：無料
付添いの大人１名無料
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【実施時期】 令和７年８月１日～令和８年３月３１日

【実施方法】 ０歳から小学生がいる家庭に、３施設を無料利用できる共通パスポート「遊び場利用パス
ポート」を配付する。

実施方法：パスポート郵送時にアンケートの協力依頼を同封、施設でもアンケートの案内をし、Webで回答してもらう。
調査内容：こどもの遊びの内容と環境に必要な要素、保護者が居心地良い、こどもに遊ばせたいと思える要素等
調査結果：一定期間ごとにアンケート結果を集計・分析し、方針に基づく遊び場整備の基礎資料とする。

【調査】 利用者や運営者にアンケート・ヒアリングを実施し、遊び場整備の基礎資料とする。

資料３



屋内の遊び場利用料軽減対象施設の概要①

「キッズドームソライ」 【屋内・大規模施設】

設置者 民間企業 運営者 民間企業

利用料金 ０歳 １歳 ２歳 ３歳
４歳

～小学生
中学生 高校生 付添

金額 無料 ５００円 ７００円 １，５００円 １，５００円 １，５００円 １，５００円 ５００円

軽減後 無料 無料 無料 無料 無料 １，５００円 １，５００円 無料（1名）

設備
取組

【アソビバ】
こどものアイデアで何通りにも遊びを広げることができ、一人でもグ
ループでも楽しめる、長さ45ｍバンク遊具、高さ6ｍの巨大ネットジャン
グルなどのアスレチック要素のある遊び場。

【ツクルバ】
約1,000種類の素材と200種類の道具を使い、こどもが自分の好きなもの、
ひらめいたものを自由に作ることができる。

【ワークショップ】
遊びとアート、遊びとサイエンス、遊びと社会などをテーマに、ソライ
スタッフや全国の教育機関・団体の講師を招いて開催するイベント。

【みんなのソライ】
障害のあるこどもと障害のないこどもが共に遊び、触れ合う場をつくる
イベント。
（小学生以下の利用は無料）

アソビバ

ツクルバ
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特徴 アスレチック要素のある大型遊具／ものづくり／学び／インクルーシブ



設置者 民間団体（地域） 運営者 民間団体（地域）

設備
取組

旧小堅小学校の教室を活用した「遊び場」
【アクティブルーム】
アスレチック要素のある手作りの木製遊具やネッ
ト遊具がある遊び場。

【まったりスペース】
休憩や雑談、勉強、保護者の居場所等の交流ス
ペース。

【コガタブンコ】
ボールプールや本がある畳の部屋。水遊びの着替
えでも使用する。

【工作スペース】
工具や流木などの木材でものづくりができる部屋。
（建築端材等を利用したサスティナブルの活動）

【その他】
障害者団体の貸し切り利用を行っている。
地域ボランティアで運営（月２回の開催）

アクティブルーム まったりスペース

コガタブンコ 工作スペース
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特徴 アスレチック要素のある遊具／ものづくり／交流／インクルーシブ

利用料金 ０歳 １歳 ２歳 ３歳
４歳

～小学生
中学生 高校生

付添
大人

金額 無料 無料 無料 無料 ２００円 ２００円 ２００円 ３００円

軽減後 無料 無料 無料 無料 無料 ２００円 ２００円 無料（1名）

屋内の遊び場利用料軽減対象施設の概要②

「小堅ランド」 【屋内・小中規模施設】



設置者 行政 運営者 民間団体

設備
取組

【２５ｍプール】
歩行コースもある。階段やスロープが設置され足に不安があ
る方も安心して利用できる。

【リラクジャグジー】
泳ぐだけでなく、ゆったり温まり体をほぐすことができる。

【流水プール】
流れるプールで浮き輪等の遊びができる。

【ウォータースライダー】
６５．４ｍのスライダーで、スピードと迫力を楽しむことが
できる。

【幼児プール】
滑り台もあり、小さいこどもでも安心して遊ぶことができる。

【その他】
小学生以下は保護者も遊泳すること

流水プール

ウォーター
スライダー

幼児プール

4
特徴 多様な水遊び／親子の遊び／インクルーシブ

利用料金 ０歳 １歳 ２歳 ３歳
４歳

～小学生
中学生 高校生

付添
大人

平日金額
休日・夏季金額

無料 無料 無料
２９０円
３２０円

２９０円
３２０円

２９０円
３２０円

３５０円
４３０円

５９０円
６５０円

軽減後 無料 無料 無料 無料 無料
２９０円
３２０円

３５０円
４３０円

無料（1名）

スパールHPより

屋内の遊び場利用料軽減対象施設の概要③

「県民の海・プール スパール」 【屋内・大規模施設】



遊びに本気宣言！（遊び場整備方針）に基づく、
その他の取組と今後の課題

１．現在の取組

実施している取組
➢ だだちゃアリーナの「子ども遊び応援！」
（年４回、遊び場として無料開放）

➢ 夏季の水遊び場の設置

検討を進めている取組
➢ 旧二小跡地におけるプレーパーク整備
➢ 新図書館建設におけるこどもの居場所づくり
➢ 道の駅あつみ移転整備（野外遊び場の整備）

２．遊びに本気宣言！（遊び場整備方針）の実現に向けた課題整理

• 児童館、地域子育て支援拠点の活用
• スポーツ施設、学校施設の活用
• 公園遊具の整備

公園コンセプトづくり
修繕や配置を優先する遊具と公園の選択

• 郊外地における遊び場整備
既存施設の掘り起こし

• 中高生の居場所（遊び場）づくり 5


